
首都：
バンコク

タイ

　日本留学後、1989年にタイ工業省に入
省。以来、日本からの支援を受け入れる立
場で自国の発展に励み、現在はJICAととも
に第三国研修を進める。「タイは少子高齢
化が進んでいます。メコン地域諸国で裾野
産業を振興するとともに、自国では自動化、
ロボット化などの新しい産業を生み出して、
おたがいに経済成長を図るウィン-ウィンの
関係を築きたいと考えています」

タイ工業省監察官
パヌワット・トリヤーングーンスィーさん

金属のCNC（コンピューター数値制御）加工および裁断加工技術の研修の
様子。さまざまな分野の素材の加工技術を学ぶコースがある。

カンボジア、ラオス、ミャンマー、ベトナムから計20人が五つのコースに分かれ
て参加する。

な
け
れ
ば
そ
の
意
味
は
な
い
。
タ
イ
は
、

①
自
国
が
支
援
を
受
け
る
中
で
得
た
知

見
の
蓄
積
、
②
低
所
得
国
か
ら
中
進
国

へ
と
成
長
し
た
経
験
、
③
地
理
的
・
文

化
的
環
境
が
似
て
い
る
途
上
国
が
周
辺

に
多
い
、
と
い
う
特
色
を
生
か
し
な
が

ら
三
角
協
力
を
実
施
し
て
い
る
。
途
上

国
と
近
い
目
線
で
開
発
ア
プ
ロ
ー
チ
が

で
き
る
タ
イ
な
ら
で
は
の
支
援
に

J
I
C
A
は
タ
イ
、
支
援
対
象
国
、

そ
し
て
日
本
に
と
っ
て
も
効
果
の
あ
る

も
の
と
し
て
期
待
を
寄
せ
、
そ
の
後
押

し
を
し
て
い
る
。

　
日
本
と
タ
イ
は
94
年
に
「
日
タ
イ
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

結
ん
で
、J
I
C
A
は〝
第
三
国
研
修
〞

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。
第
三
国
研

修
と
は
、
J
I
C
A
か
ら
資
金
や
技

術
の
支
援
を
受
け
た
タ
イ
が
近
隣
諸
国

か
ら
研
修
員
を
招
い
て
途
上
国
間
で
の

技
術
協
力
を
行
う
も
の
だ
。

　
タ
イ
工
業
省
で
監
察
官
を
務
め
る
パ

ヌ
ワ
ッ
ト
・
ト
リ
ヤ
ー
ン
グ
ー
ン

ス
ィ
ー
さ
ん
は
、
J
I
C
A
と
協
働

し
て
三
角
協
力
や
第
三
国
研
修
を
行
う

意
義
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
最
も
大
き
い
の
は
〝
安
心
〞
で
す
。

タ
イ
は
長
年
、
J
I
C
A
や
日
本
の

民
間
企
業
の
支
援
を
受
け
て
き
た
こ
と

か
ら
、
数
多
く
の
日
本
の
技
術
が
根
づ

い
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
日
本
が
一

緒
に
支
援
を
実
施
し
て
く
れ
る
こ
と
は

非
常
に
頼
も
し
い
の
で
す
。
私
た
ち
だ

け
で
な
く
、
相
手
国
も
〝
安
心
〞
を
感

じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

メコン地域
次なる成長に向けて

特集

タイ繊維研究所のテストセンターで衣類の加工やプリント方法などを学ぶ。座学ではタイの
繊維業の歩みや同国が保有する加工機械などのデータについても学んだ。

繊維染色の加工技術
コースでは、バンコクの
工場を訪れて衣類の加
工工程を視察した。

タ
イ
の
途
上
国
支
援
に

寄
り
添
う
日
本

　
1
9
8
0
〜
90
年
代
に
日
本
を
含

む
国
外
か
ら
の
支
援
や
民
間
投
資
を
積

極
的
に
活
用
し
て
き
た
タ
イ
で
は
、
工

業
国
を
目
指
し
た
国
造
り
が
成
功
し
、

多
く
の
日
系
企
業
も
活
動
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
今
で
は
自
動
車
産
業
と
電
気

電
子
産
業
を
中
心
に
、
必
要
な
部
品
や

資
材
を
供
給
す
る
裾
野
産
業
が
広
が
り
、

製
品
の
組
み
立
て
か
ら
販
売
、
輸
出
ま

で
一
貫
し
て
行
う
体
制
が
で
き
て
い
る
。

国
民
の
所
得
は
増
え
て
、
2
0
1
1

年
に
は
中
進
国
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
、

17
年
の
一
人
当
た
り
の
国
民
総
所
得

（
G
N
I
）
は
5
9
5
0
ド
ル
（
世
界

銀
行
）
と
な
っ
た
。

　
そ
し
て
タ
イ
は
、
経
済
の
成
長
に

伴
っ
て
今
度
は
自
国
が
途
上
国
の
支
援

に
取
り
組
む
新
興
国
ド
ナ
ー
と
し
て
台

頭
し
て
い
る
。こ
れ
は〝
三
角
協
力
〞（
ま

た
は
〝
南な

ん

南な
ん

協
力
〞）
と
呼
ば
れ
、
あ

る
分
野
の
開
発
が
進
ん
で
い
る
途
上
国

が
別
の
途
上
国
の
開
発
を
支
援
す
る
こ

と
を
い
う
。
た
だ
、
ひ
と
言
で
〝
支
援

す
る
〞
と
い
っ
て
も
、
成
果
が
上
が
ら

メコン諸国のための素材加工技術（第三国研修）案件名

日本をはじめとする先進国や国際機関から、長らく支援を受けてきたタイ。
メコン地域の中でいち早く経済成長を遂げた同国は、

今では国際社会の一員としての役割を担おうと、
他の途上国への支援を行い、JICAはそれをサポートする。

ともに開発を。
貢献の道を進む

人
材
の
育
成
を

地
域
の
成
長
に
つ
な
げ
る

　
近
年
、
タ
イ
に
進
出
し
た
日
系
企
業

は
、
よ
り
低
い
生
産
コ
ス
ト
を
求
め
て
、

製
造
工
程
の
一
部
を
他
の
ア
ジ
ア
の
国

に
移
転
さ
せ
る
〝
タ
イ
プ
ラ
ス
ワ
ン
〞

の
動
き
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。
こ
う
し

た
状
況
の
な
か
で
J
I
C
A
と
タ
イ
の

工
業
省
は
、
メ
コ
ン
地
域
に
投
資
の
目

を
向
け
て
も
ら
う
た
め
に
裾
野
産
業
の

育
成
を
急
い
で
い
る
。15
年
か
ら
始
ま
っ

た
「
メ
コ
ン
諸
国
の
た
め
の
素
材
加
工

技
術
」
の
第
三
国
研
修
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
国
の
政
府
や
民
間
機
関
の
指
導
者

を
タ
イ
に
招
い
て
、
機
械
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
、
電
子
制
御
装
置
、
繊
維
染
色
、
溶

接
な
ど
の
技
術
を
伝
え
て
い
る
。

　
研
修
終
了
後
は
、
タ
イ
の
担
当
者
を

各
国
に
派
遣
し
て
、
研
修
員
の
自
国
で

の
技
術
展
開
の
進
捗
状
況
や
タ
イ
で
の

研
修
の
内
容
が
各
国
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

て
い
た
か
ど
う
か
も
調
査
す
る
。「
人
に

何
か
を
教
え
る
こ
と
は
根
気
の
い
る
難

し
い
作
業
で
す
。
し
か
し
、
日
本
は
そ

ん
な
人
材
育
成
を
と
て
も
大
切
に
し
て

い
ま
し
た
。
私
た
ち
も
そ
れ
に
倣
っ
て
、

よ
り
よ
い
現
場
を
つ
く
り
ま
す
」
と
パ

ヌ
ワ
ッ
ト
さ
ん
は
話
す
。
タ
イ
工
業
省

に
は
、
過
去
に
J
I
C
A
が
行
っ
た
技

術
協
力
を
目
の
前
で
見
て
き
た
人
た
ち

が
多
く
い
る
。
タ
イ
は
そ
の
協
力
の
手

法
を
理
解
し
、
そ
れ
を
活
用
し
な
が
ら
、

メ
コ
ン
地
域
に
新
た
な
成
長
を
も
た
ら

そ
う
と
し
て
い
る
。

第
三
国へ

の協力
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農村開発に向けた住民への説明会。“足るを知る経済哲学”のコ
ンセプトなどが語られた。

地元の人にヒアリング。栽培にかかる費用の約
6割を水関係費が占める。種はオランダからの輸
入品を取り扱う業者より購入している。

現地を訪問したTICA職員のワ
タナウィット・コッチャセーニーさ
ん（写真右）とピヤワン・ラック
パーニットさん。プロジェクトはタ
イの国内の大学とも連携して進
める。

雨量が少ない乾燥地での農業は地下水に依存している。揚水試験などを行っていな
いため地下水量はわかっていない。写真はキャベツ畑。

タイ道路局で交通監視システムを視察。ひと目で多くの道路を確認できる。

左 ： セネガルでジャハトと呼
ばれる苦ナス。見た目はトマ
トとそっくり。右 ： ニンジン。
そのほかにキャッサバなども
栽培されていた。

タマネギの集積場。屋内
倉庫は有料のため、高付
加価値のつく農産物以外
は基本的に屋外に保管さ
れていた。

で
強
靭
な
社
会
を
構
築
し
よ
う
と
い
う

も
の
だ
。
こ
の
考
え
の
も
と
、
タ
イ
の

Tタ

イ

カ

I
C
A（
タ
イ
外
務
省
国
際
協
力
局
）

は
、
今
年
か
ら
セ
ネ
ガ
ル
の
農
村
開
発

分
野
で
の
協
力
に
取
り
組
も
う
と
し
て

い
る
。
そ
し
て
T
I
C
A
は
、
自
国

の
限
ら
れ
た
援
助
ノ
ウ
ハ
ウ
を
補
っ
て
、

よ
り
有
効
性
を
高
め
る
べ
く

J
I
C
A
に
協
働
を
提
案
し
た
。

　
こ
の
5
〜
6
月
に
は
セ
ネ
ガ
ル
の
2

か
所
の
村
で
T
I
C
A
と
J
I
C
A

に
よ
る
合
同
調
査
が
行
わ
れ
、
低
い
農

業
生
産
性
、
地
下
水
に
依
存
し
た
農
作

物
作
り
、
低
収
入
な
ど
の
課
題
を
洗
い

出
し
た
。
現
地
を
訪
問
し
た
タ
イ
側
の

関
係
者
は
、「
セ
ネ
ガ
ル
で
の
J
I
C
A

の
取
り
組
み
実
績＊

に
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
タ
イ
の
取
り
組
み
が
J
I
C
A

の
協
力
と
う
ま
く
補
完
し
合
い
、
力
を

合
わ
せ
た
協
力
が
現
地
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
向
上
に
結
び
つ
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。
持

ち
帰
っ
た
調
査
結
果
を
も
と
に
、
今
後

具
体
的
な
協
力
内
容
が
決
定
さ
れ
る
。

　
T
I
C
A
に
よ
る
協
力
は
ア
ジ
ア
お

よ
び
大
洋
州
、
南
米
に
広
が
り
、
ア
フ

リ
カ
で
は
7
か
国
に
上
っ
て
い
る
。
南

半
球
を
横
断
す
る
よ
う
な
支
援
は
〝
自

由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
〞
の
実

現
を
願
う
日
本
の
考
え
方
と
も
マ
ッ
チ

す
る
。
タ
イ
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
協

力
で
培
っ
た
関
係
は
、
J
I
C
A
の

財
産
と
し
て
相
互
の
た
め
に
生
か
さ
れ

て
い
く
。

と
の
契
約
に
関
わ
る
予
備
費
の
考
え
方

な
ど
を
解
説
し
た
ほ
か
、
意
見
交
換
も

盛
ん
に
行
わ
れ
た
と
い
う
。

　
J
I
C
A
は
2
0
0
5
年
に
N
E
D
A

が
設
立
さ
れ
た
当
初
か
ら
、
そ
の
組
織

能
力
強
化
を
支
援
し
て
き
た
。
16
年
に

は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
合
意
書
を
交
わ

し
、
連
携
の
体
制
は
さ
ら
に
整
っ
た
。

タ
イ
が
行
う
途
上
国
の
支
援
に
こ
れ
か

ら
も
協
力
し
て
い
く
。

〝
足
る
を
知
る

経
済
哲
学
〞を

世
界
か
国
で
展
開

　
途
上
国
へ
の
開
発
協
力
は
、
そ
れ
を

行
う
国
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
方
針
が
あ

る
。
タ
イ
の
協
力
は
〝
足
る
を
知
る
経

済
哲
学
〞
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て
い
る
。

こ
れ
は
タ
イ
の
プ
ミ
ポ
ン
前
国
王
が
提

唱
し
た
理
念
で
、資
本
主
義
経
済
に〝
透

明
性
、
公
正
、
節
約
、
効
率
〞
の
四
つ

の
道
徳
原
則
を
取
り
入
れ
、
し
な
や
か

研
修
を
通
じ
て

発
展
を
共
有
す
る

　
タ
イ
の
国
際
協
力
機
関
に
は
周
辺
国

へ
資
金
協
力
を
行
う
N
ネ

ダ

E
D
A
（
周
辺

国
経
済
開
発
協
力
機
構
）
が
あ
る
。

　
今
年
の
5
月
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ

ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ブ
ー

タ
ン
の
道
路
関
係
の
行
政
官
が
タ
イ
を

訪
れ
た
。
彼
ら
は
約
1
週
間
か
け
て
タ

イ
の
道
路
施
設
を
視
察
し
、
講
義
で
は

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
技
術
を
学
ん
だ
。
参

加
者
の
一
人
は
「
タ
イ
の
技
術
水
準
は

高
く
、
自
国
で
活
用
す
る
た
め
に
現
場

で
は
写
真
を
た
く
さ
ん
撮
り
ま
し
た
。

土
壌
や
気
候
、
労
働
者
の
姿
勢
な
ど
共

通
す
る
点
も
多
く
、
参
考
に
な
り
ま
し

た
」
と
評
価
す
る
。

　
研
修
は
毎
年
、〝
経
済
・
債
務
管
理
〞

と
〝
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
実
務
〞
と
い
う

二
つ
の
テ
ー
マ
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

「
借
款
と
技
術
支
援
を
組
み
合
わ
せ
て

実
施
す
る
こ
と
で
援
助
効
果
の
最
大
化

が
期
待
で
き
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
は

J
I
C
A
と
同
じ
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
と

思
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
N
E
D
A

の
本
研
修
担
当
の
ス
マ
ワ
デ
ィ
ー
・
ポ

ン
セ
ー
ト
さ
ん
。
ま
た
「
N
E
D
A

は
歴
史
も
浅
く
職
員
数
が
約
50
人
と
小

さ
い
組
織
な
の
で
、
人
材
と
経
験
が
豊

富
な
J
I
C
A
に
講
義
協
力
を
し
て

も
ら
い
助
か
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　
依
頼
を
受
け
た
ベ
ト
ナ
ム
事
務
所
の

野
田
誠
司
さ
ん
は
、
設
計
に
お
け
る
問

題
を
早
期
に
防
ぐ
方
法
や
、
建
設
業
者

アフリカでも
三角協力で連携

＊近年、JICAによる農業関連の支援には、CARD（穀物の国際価格高騰などによって食料不安に悩まされることの多いサブサハラ・アフリカを対象にした稲作振興国際イニシアティ
ブ。コメの生産量の倍増を目指す）や、SHEP（農作物を“作って売る”から“売るために作る”という意識改革を促す開発アプローチ。市場志向型農業振興を目指す）などがある。

NEDAによる道路、高速道路、橋梁等建設事業の管理研修コース
2019年5月27日～6月1日

近隣途上国に 
経験と技術を伝える

５か国17名の
行政官が参加！

道路の建設現場に出向いて、資材管理の説明を受ける。

JICAベトナム事務所の野田
誠司さんは、「人に教えるこ
とは自分も学ぶことになる。
タイで研修が行われること
は開発課題で共通点を抱え
る隣国に共感を持たれやす
いと思います」とNEDAの取
り組みに期待を寄せる。

タイ道路局で交通監視システムを視察。
ひと目で多くの道路を確認できる。

メコン地域
次なる成長に向けて
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